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Chapter 6   Trouble Shooting
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●塗膜に針（ピン）で突いたような小穴ができたり泡
状の小さなフクレができる。

●パテ付けした跡が、上塗り面に現われる。

●塗膜中の溶剤が表面乾燥途上に急激に蒸発し、そ
の跡が穴や泡となり残る。
　　部品のコーナー部など、留りやすい個所に発生
　　しやすい

●上塗塗料の溶剤が、パテおよび旧塗膜へ浸透し、膨
潤する。
　また、樹脂によってその程度が異なり、収縮する際
にパテ周辺のフェザーエッジ部がひずみ、パテ跡が
出る。　

●不必要な厚塗りをさける。
●加熱は徐々に昇温させ、溶剤の急激な蒸発をさける。
　（セッティング～予備乾燥～本乾燥）

●旧塗膜のエッジ出しとパテの面出しを確実に行う。
●ポリパテの上はウレタンプラサフで押えてから上塗りする。

●ピンホール個所を研ぎ落とし、再塗装する。

●平滑になるまで研ぎ落とし、ウレタンプラサフを塗った後、上塗
りする。

塗装作業による要因

材料･使用誤りによる要因

環境による要因

塗装作業による要因

使用誤りによる要因

設備･機器による要因

【 吐出量が多い 】
【 厚塗り 】
【 パテの素穴 】
【 吹付圧が低い 】
【 粘度が高い 】
【 セッティング不足 】

【 パテの吸い込み大 】
【 上塗塗料の溶解力が強い 】
【 ノンブラッシングの入れ過ぎ 】

【 温度が高い 】
【 風速が速い 】

【 パテの乾燥不足 】
【 ラッカーパテの厚付け 】
【 パテの研ぎ不足および研ぎ過ぎ 】
【 ポリパテのラッカー塗膜間のサンドイッチ 】
【 うすめ過ぎの上塗塗料を厚塗り 】
【 旧塗膜足付け不良部へのパテ付け 】
【 旧塗膜のエッジ出し不良 】

【 シンナーの選定不適（蒸発が速すぎる） 】
【 希釈率が低い 】

【 温度設定が高過ぎる 】
【 ボデーと乾燥設備が近すぎる 】
【 エアー中の水分 】
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